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Examination of Nursing Practice Instruction to increase of Self-Efficacy through Clinical 
Practice of Adult Nursing ─Difference of Self-Efficacy according to Clinical Nursing Practice 
Situation , and Relationships between Self-Efficacy and 
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　 一 方、 実 習 指 導 の 評 価 に 関 し て は、ECTB





















































































































































































































n=32 n=30 n=51 n=11
平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD
対象の理解・援助効力感 4.28 0.55 4.44 0.47 4.33 0.52 4.47 0.47
　１　患者に必要な援助を提供すること 4.31 0.64 4.53 0.57 4.39 0.60 4.55 0.69
　２　優先度を考慮して患者に援助すること 4.25 0.72 4.43 0.50 4.31 0.65 4.45 0.52
　３　援助の前・中・後の患者の反応や状態を観察すること 4.47 0.80 4.47 0.63 4.43 0.73 4.64 0.67
　４　患者に合わせ、臨機応変に援助すること 4.03 0.82 4.23 0.68 4.10 0.78 4.27 0.65
　５　患者の安全や安楽に配慮して援助すること 4.34 0.65 4.50 0.68 4.45 0.67 4.27 0.65
　６　患者の生活リズムや今までの生活習慣に配慮して援助すること 4.38 0.79 4.43 0.63 4.41 0.73 4.36 0.67
　７　患者との会話や、診療記録、患者記録より患者の全体像を把握すること 4.28 0.81 4.43 0.68 4.33 0.79 4.45 0.52
　８　患者の症状や状態を観察し、症状の変化に気づくこと 4.19 0.64 4.47 0.68 4.24 0.65 4.73* 0.65
友人との関係性の維持効力感 5.05 0.75 4.84 0.95 4.95 0.87 5.09 0.82
　９　友人に悩みを相談すること 5.09 0.82 4.83 1.05 4.94 0.99 4.91 0.70
　10　友人と心を許して話すこと 5.03 0.86 4.83 1.05 4.94 0.97 4.91 0.94
　11　友人に自分の気持ちを素直に表現すること 5.00 0.80 4.73 1.08 4.86 0.94 5.00 1.04
　12　グループの仲間との人間関係をスムーズにすること 5.09 0.78 4.97 0.89 5.04 0.85 4.18 0.77
指導者との関係性の維持・学習姿勢効力感 4.31 0.82 4.28 0.87 4.25 0.83 4.45 0.90
　13　指導者にはっきりと意思表示すること 4.28 0.99 3.97 1.03 4.12 1.03 4.72 0.98
　14　指導者にわからないことを質問したり、相談したりすること 4.25 1.05 4.27 1.05 4.22 1.05 4.64 1.04
　15　指導者との人間関係をスムーズにすること 4.22 0.87 4.30 0.99 4.16 0.88 4.50 1.01
　16　いつも意欲的に行動すること 4.50 0.76 4.60 0.86 4.53 0.81 4.98 0.81










平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD
指導者との関係性の維持・学習姿勢効力感 4.39 0.46 4.31 0.59 4.43 0.55 4.29 0.47
　１　患者に必要な援助を提供すること 4.53 0.56 4.27 0.67 4.35 0.66 4.48 0.57
　２　優先度を考慮して患者に援助すること 4.39 0.55 4.27 0.72 4.32 0.70 4.35 0.55
　３　援助の前・中・後の患者の反応や状態を観察すること 4.42 0.65 4.54 0.81 4.61 0.80 4.32 0.60
　４　患者に合わせ、臨機応変に援助すること 4.19 0.71 4.04 0.82 4.13 0.85 4.13 0.67
　５　患者の安全や安楽に配慮して援助すること 4.47 0.70 4.35 0.63 4.55 0.51 4.29 0.78
　６　患者の生活リズムや今までの生活習慣に配慮して援助すること 4.39 0.64 4.42 0.81 4.55 0.68 4.26 0.73
　７　患者との会話や、診療記録、患者記録より患者の全体像を把握すること 4.42 0.77 4.27 0.72 4.48 0.72 4.23 0.76
　８　患者の症状や状態を観察し、症状の変化に気づくこと 4.31 0.58 4.35 0.80 4.42 0.72 4.23 0.62
対象の理解・援助効力感 4.95 0.88 4.96 0.84 5.00 0.77 4.90 0.94
　９　友人に悩みを相談すること 4.92 1.00 5.03 0.87 5.00 0.82 4.94 1.06
　10　友人と心を許して話すこと 4.94 0.98 4.92 0.93 5.00 0.86 4.87 1.06
　11　友人に自分の気持ちを素直に表現すること 4.86 0.99 4.88 0.91 4.90 0.87 4.84 1.04
　12　グループの仲間との人間関係をスムーズにすること 5.06 0.83 5.00 0.85 5.10 0.75 4.97 0.91
友人との関係性の維持効力感 4.30 0.83 4.30 0.86 4.40 0.76 4.19 0.91
　13　指導者にはっきりと意思表示すること 4.14 1.05 4.12 0.99 4.16 1.04 4.10 1.01
　14　指導者にわからないことを質問したり、相談したりすること 4.22 1.05 4.31 1.05 4.42 0.92 4.10 1.14
　15　指導者との人間関係をスムーズにすること 4.17 0.88 4.38 0.98 4.39 0.92 4.13 0.92
















































































E　実践的な指導 .343** .262* .481**
C　理論的な指導 .332** .163 .334**
T　学習意欲への刺激 .319* .309* .516**
B　学生への理解 .265* .210 .456**
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成人看護学実習において自己効力感を高める実習指導の検討

